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tリト
う
ず
高
く
積
ま
れ
し
賀
状
妻
も
説
む

凧
上
げ
て
親
子
の
心
空
に
満
つ

一
病
の
あ
り
て
長
生
き
妻
の
春

な

ず

な

家
を
守
り
仏
を
守
り
て

齊

打
つ

合
す
掌
に
祈
ぎ
事
多
き
お
元
日

寒
稽
古
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
の
佳
度
出
来

抱
き
上
げ
て
嫌
は
れ
曽
孫
泣
き
初
め

厄
年
を
控
え
身
を
守
る
冬
ご
も
り

初
観
音
少
し
酔
ひ
た
る
女
ど
ち

紋
服
に
備
は
る
威
容
弓
始
め

慣
は
し
も
年
毎
う
す
れ
松
の
内

目
出
度
や
嗅
声
も
謡
初

肥

後

狂

句

l

フ

ク

ト

す
び
く
ね
え

巡
り
巡

っ
て

聞
く
も
涙
　
一

聞
く
も
涙
　
・

す
び
く
ね

ェ

雛
ば
か
り

巡
り
巡

っ
て

巡
り
巡

っ
て

聞
く
も
涙

す
び
く
ね
え

聞
く
も
涙

人 口

-12月 31日 現在―

9,393人 :接!!:11::l炎

|11:ィ |::顔女。・・………・………。・ 2,608

転人 21  1‖生 13

転出 23  死亡  6
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ス
カ
ウ
ト
の
目
の
光
り
出
し

今
夜
も
頼
む
王
子
酒

見
覚
え
の
あ
る
鰹
節

裁
判
官
も
人
の
親

保
護
費
増
や
し
て
や

っ
て
く
れ

キ
ヤ
デ
ィ
眈
業
し
ゅ
う
如
た
る

年
期
の
足
ら
ん
襖
張
り

不
孝
の
お
俺

ェ
す
る
不
孝

焚
斗
だ
け
着
替
え
と
る
歳
暮

里
子
は
強
う
育
ち
よ
る

実
行
さ
ん
も
足
‐―‐

ラ

喉

ェ
つ
か
ゆ
る
夜
伽
め
し
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国
鉄
高
森
線
を
利
用
し
ま
し
ょ
う
″

見
事
に
咲

い
た
樹
氷
の
花

寒
気
が
強
ま
り
、
阿
蘇
山
上
で
は
あ
ざ
や
か
な
樹
水
が
広
が

っ
て
い
ま
す
。

革
千
里
を
渡
る
風
は
、
身
を
切
る
よ
う
な
冷
た
さ
、
す
べ
て
の
も
の
に
霧
氷
が

張
り
つ
い
て
冬
の
造
形
美
を
誇
り
、
静
寂
の
感
を
高
め
ま
す
。

空
に
さ
し
出
さ
れ
た
枝
、
葉
も
花
も
散
り
果
て
た
裸
木
は
、
美
し
い
樹
木
の

主
役
で
す
。
枯
れ
木
の
よ
う
に
み
え
な
が
ら
、
し
た
た
か
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
生

き
て
い
ま
す
。
――
写
真
は
草
千
里
に
咲
い
た
樹
氷
の
花

野
尻
　
誓
道

野
尻
　
　
健

野
尻
　
　
決

馬
原
そ
の
女

草
村
　
鶴
代

熊
谷
起
代
女

草
村
あ
つ
代

熊
谷
　
つ
子

甲
斐
　
菊
江

恵
良
あ
や
女

野
尻
　
里
女

熊
谷
　
紫
雲

馬
原
　
馬
笑

″

岡
本
　
琴
司

――――
塚
　
南
人

″

林

　

不
忘

″

二
子
石
探
訪

林
田
　
一
声

″

詠

Ｌ
色
見
　
後
藤
　
嘉
平

〇
健
康
の
そ
の
源
を
究
む
れ
ば
司
を
な
す
は
心
な
る
ら
む

〇
大
方
の
人
は
病
に
亡
ぶ
る
を
病
魔
防
ぐ
は
健
康
に
あ
り

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

Ｏ
町
社
会
福
祉
協
議
会

∧
香
典
返
し
に
か
え
て
∨

〉
永
野
原
の
堤
国
雄
さ
ん
か
ら

（父
、
毎
さ
ん
ｏ
７８
歳
死
去
）

▽
菅
山
の
工
藤
俊

一
さ
ん
か
ら

（父
、
高
太
郎
さ
ん
。
７４
歳
死
去
）

▽
高
森
旭
通
り
の
海
津
典
夫
さ
ん
か
ら

（妻
、
サ
メ
さ
ん
。
６１
歳
死
去
）

▽
色
見
中
国
の
緒
方
信
明
さ
ん
か
ら

（父
、
惟
隆
さ
ん
。
８１
歳
死
去
）

▽
高
森
旭
通
り
の
白
石
宗
斉
さ
ん
か
ら

（母
、

ヨ
シ
ノ
さ
ん
。
８７
死
去
）

〉
色
見
中
国
の
安
方
慶
喜
さ
ん
か
ら

（父
、
〓
一治
さ
ん
。
７５
歳
死
去
）

○
老
人
ク
ラ
ブ
関
係

▽
高
森
旭
通
り
の
白
石
宗
斉
さ
ん
か
ら

旭
通
り
老
人
ク
ラ
ブ
ヘ
金

一
封

▽
高
森
旭
通
り
の
海
津
典
夫
さ
ん
か
ら

旭
通
り
老
人
ク
ラ
ブ
ヘ
金

一
封

▽
色
見
中
国
の
安
方
慶
喜
さ
ん
か
ら
老

人
ク
ラ
ブ

「中
西
会
」

へ
金

一
封

〇
そ
の
他
の
寄
付

〉
高
森
下
町
の
塚
本
タ
イ
ャ
か
ら
消
防

▼
暖
冬
と
い
わ
れ
な
が
ら
も
奥
阿
蘇

の
冬
は
や
は
り
厳
し
い
も
の
が
あ
り
ま

す
。
今
月
は
五
十
五
年
度

一
般
会
計
の

決
算
に
つ
い
て
そ
の
概
要
を
図
表
を
使

っ
て
ま
と
め
て
み
ま
し
た
。
み
な
さ
ん

が
納
め
た
税
金
や
国
か
ら
い
た
だ
い
た

地
方
交
付
税
が
ど
の
く
ら
い
か
、
町
の

台
所
を
知

っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い

ま
す
。
▼
共
同
募
金
の
実
績
を
六
ペ
ー

ジ
に
載
せ
ま
し
た
が
、
ス
ペ
ー
ス
の
都

合
で
寄
付
者
の
お
名
前
は
掲
載
で
き
ま

せ
ん
で
し
た
，
深
く
お
詑
び
申
し
上
げ

ま
す
。
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２
月
＝
日
　
寺
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医
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２
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日
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０
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７
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０
３
３
６

火
事

。
救
急
車
は
雪
１
１
９
ヘ

お も な 内 容

★ 55年度の町財政決算Hi告…… …… ……・・…

十 税の中告は正しく期限内に… … …………

.:( 高千穂・高森線存続に全力………… …………

-11 防災の決意新たに (消防出ぞめ式)…………

☆ 地域振興懇談会ひらく・……………………………

☆ 桂林、広州、香港周遊の旅 (みんなの広場)
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昭
和
五
十
″
年
度
の
決
算
が
ま
と
ま
り
、
町
議
会
で
そ
の
内
容
に
つ
い
て
審
議
さ
れ
、
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

予
算
は
町
政
の
青
写
真
で
、
町
政
を
進
め
て
い
く
収
支
計
画
で
す
が
、
決
算
は

一
年
間
ど
の
よ
う
な
町
づ
く
り
を

し
て
来
た
か
の
記
録
で
あ
り
、
実
績
に
も
と
づ
い
て
作
成
さ
れ
る
確
定
し
た
計
数
表
で
す
。

国
か
ら
の
地
方
交
付
税
や
、
国
、
県
の
補
助
金
を
い
く
い
も
ら

つ
た
か
。
ま
た
、
町
民
の
み
な
さ
ん
か
ら
は
、
ど

の
く
ら
い
税
金
を
収
め
て
も
ら
い
、
ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
た
か
。
町
の
財
政
の
状
況
に
つ
い
て
概
要
を
お
知
ら
せ
し

ま
す
。
新
規
事
業
控
え
基
礎
づ
く
り

昭
和
圧
―
五
年
度
の

一
般
会
計
決
算

額
は
、
歳
人
．
―
籠
六
千
四
百

三
Ｉ
Ｌ

万
四
千
円
、
歳
出
ニ
ー
は
二
百
ｉ
ｌ
八

万

一
千
円
で
、
″
―
四
年
度
に
比
べ
て

歳
人
が
１

・
Ｌ
絆
減
、
政
出
も
同
様
に

．

・
九
絆
の
減
と
財
政
規
模
は
縮
小
―
・

十
月
二
十
七
日
　
快
晴
　
午
前
九
時

灘
江
飯
店
を
出
発
。
芦
笛
岩
に
向
う
。

桂
林
の
景
色
の
特
徴
は
山
、
水
、
そ
し

て
い
ま
す
。

こ
の
大
き
な
原
因
は
庁
台

改
築
、
学
校
改
築
な
ど
に
―ｌｌｉ
え
て
の
財

源
調
性
を
考
慮
し
た
た
め
で
す
。

歳
人
と
歳
出
と
の
差
引
き
は
六
千
百

ソＬ
十
九
万
‥
千
円
で
す
が
、
だ
―
圧
年

度
の
末
完
了
の
Ｉ
業
費

一
千
万
円
が
含

ま
れ
て
い
ま
す
の
で
、
実
質
収
支
額
は

五
千
百
ノＬ
‐
九
万
ｉ
千
円
の
黒
字
と
い

う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

収
人
の
三
分
の

一
近
く
を
占
め
る
地

方
交
―ヽ―
税
は
、
国
税

（所
得
税
、
法
人

税
お
よ
び
酒
税
）
の

一
部
を
地
方
公
共

団
体
の
財
源
と
し
て
、
毎
年
交
付
さ
れ

る
も
の
で
、
地
方
団
体
の
財
‐り‐‐‐
を
保
障

し
行
政
の
計
画
的
運
営
と
、
地
域
格
差

を
な
く
し
、
地
方
ｌｊｌ
体
の
独
立
性
を
強

化
す
る
も
の
で
す
。

国
庫
支
出
金
、
県
支
出
金
は
、
‐―――
や

財政決算報告

地方譲与税
4,633万 (2.3%) その他1億3,150万円

(6.3%)

こ
の
ペ
ー
ジ
は
、
み
な
さ
ん
か
ら
寄

せ
ら
れ
た
原
稿
で
編
集
す
る
ベ
ー
ジ
で

す
。
身
近
か
な
話
題
や
、
で
き
ご
と
、

提
言
な
ど
を
お
待
ち
し
ま
す
。
原
稿
の

あ
て
先
は
役
場
総
務
課
広
報
係
。
住
所

氏
名
、
年
齢
、
職
業
を
お
書
き
く
だ
さ

い
。
紙
上
だ
け
匿
名
扱
い
で
き
ま
す
。

ま
た

「
わ
が
家
の
王
様
」
に
登
場
さ

せ
た
い
方
な
ど
ご
紹
介
く
だ
さ
い
。

て
洞
窟
が

一
体
と
な

っ
て
い
る
と
こ
ろ

に
あ
る
。
ほ
と
ん
ど
の
山
に
は
空
洞
が

で
き
て
い
る
が
、
こ
の
声
笛
岩
は
そ
の

代
表
に
挙
げ
ら
れ
て
い

る
鏡
乳
洞
で
あ
る
。　
一

九
六
六
年
四
月

一
日
、

杜
林
市
人
民
委
員
会
に

よ
っ
て
重
要
文
物
の
指

定
を
受
け
て
い
る
が
、

一
歩
洞
内
に
入
れ
ば
そ

の
規
模
の
大
き
さ
、
神

秘
的
な
美
し
さ
に
日
も

心
も
奪
わ
れ
幻
想
の
世

界
に
ひ
き
こ
ま
れ
て
し

ま
う
。
年
後
は
桂
林
市
の
北

況
工
八

一
Э

一

く

入・歳

に
そ
び
え
る
奇
峰
畳
練
山
に
登
り
、
さ

ら
に
千
仏
洞
を
見
る
。
四
百
数
十
段
の

石
段
を
登
っ
た
頂
上
か
ら
の
眺
望
は
、

こ
れ
ま
た
絶
佳
で
あ
る
。
こ
の
景
色
を

陳
長
生
は
次
の
よ
う
な
詩
を
賦
し
洞
茄

の
岩
壁
に
刻
ん
で
い
る
。

奇
右
嵯
峨
す
古
き
渡
頭
、
些
一一［洲
の
紅

葉
桂
林
の
秋
、
洞
中
穿
過
ぎ
て
高
楼

よ
り
単
め
ば
、
人
は
荊
関
の
画
の
中

に
遊
ぶ

荊
関
と
は
有
名
な
山
水
画
家
、
荊
浩

と
関
同
の
二
人
を
指
し
た
も

の

と

い

う
ｃ
午
後
八
時
五
分
、
私
た

ち
の
一
団
と
米
人
観
光
団
を

乗
せ
た
中
国
民
航
チ
ャ
ー
タ

ー
機
は
夜
の
空
を
広
州
に
向

っ
て
飛
び
立

っ
た
。

広
州
の
ホ
テ
ル
は
、
空
港

か
ら
バ
ス
で
約
四
十
分
、
市

街
地
を
遠
く
南
に
隔
れ
た
南

測
の
ほ
と
り
に
建
て
ら
れ
た
近
代
設
備

を
誇
る
ホ
テ
ル
で
、
さ
ら
に
拡
張
工
事

が
昼
夜
兼
行
で
進
め
ら
れ
て
い
る
。

さ
て
、
広
州
は
広
東
省
の
首
都
で
あ

り
、
珠
江
デ
ル
タ
に
開
け
た
五
十
四
万

平
方
キ
ロ、
人
口
二
百
八
十
万

人

、　
政

治
、
経
済
、
文
化
、
貿
易
の
中
心
地
で

あ
る
。
温
暖
な
気
候
の
た
め
、
農
作
物

は
年
間
二
回
な
い
し
三
回
収

穫

で
き

る
。広
州
の
存
在
は
、
近
代
化
路
線
を
進

め
る
中
で
、
ま
す
ま
す
重
要

性

を

高

め
、
国
際
化
の
色
彩
を
濃
く
し
つ
つ
あ

る
。
ま
た
世
界
中
に
散
在
す
る
華
僑
五

千
万
人
の
中
、
三
千
万
人
が
広
東
省
出

身
者
で
、
こ
の
地
区
の
経
済
に
大
い
に

さ
る
十
二
月
二
十
二
日
は
突
然
の
　

一
家
力
を
合
わ
せ
て
復
興
に
が
ん
ば

繰越金5

横

lll」

・

内

田

秀

ヨ巨
魔入

孫文の中山記念堂
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県
が
負
担
金
や
補
助
金
の
名
目
で
地
方

団
体
に
対
し
、
特
定
の
財
源
と
し
て
交

付
す
る
も
の
で
、
国
か
ら
二
億

一
千
百

二
十
万
円
、
県
か
ら
二
億
七
百
五
十
九

万
円
、
両
方
で
四
億

一
千
八
百
Ｌ
卜
九

万
円
で
全
体
の
二
〇

・
三
籍
を
占
め
て

し
ま
す
。

地
方
債
は
各
種
事
業
の
財
源
に
あ
て

る
た
め
の
借
金
で
、
圧
卜
五
年
度
は
二

億
六
千
五
百
八
十
万
円
を
借

り

ま

し

た
。
町
債
の
累
計
額

は
、
／１１
１
圧
年
度
水

で
二
―
二
億
九
百
だ

―
だ
万
円
に
な
り
ま

し
た
。

こ
れ
を
町
民

一
人
当
た
り
で
除
し

て
み
る
と
二
ｌ
ｉ
万

六
千

１
百
六
―
六
円

に
な
り
ま
す
。

ム
な
さ
ん
か
い
納

め
て
ｔ
た
だ
い
た
税

金
は
二
億
四
千
二
百
五
―
五
万
円
で
全

体
の
一
一
。
八
沼
を
占
め
て
お
り
、
前

年
度
比

一
三
で

の
増
と
な

っ
て

い
ま

す
。
こ
れ
は
物
価
上
昇
に
伴
う
給
与
所

得
の
伸
び

（町
民
税
）
、
家
屋
の
新
増

築
が
増
え
た
こ
と

（
固
定
資
産
税
）
な

ど
が
主
な
原
因
で
す
。
ま
た
町
税
総
額

を
人
日

（
五
十
六
年
二
月
末
）
で
除
し

た
町
民

一
人
当
た
り
の
税
負
担
額
は
二

万
五
千
九
百
四
卜
六
円
に
な
り
ま
す
。

貢
献
し
て
い
る
と
い
う
。
実
に
華
僑
の

ふ
る
さ
と
で
あ
る
。

十
月
二
十
八
日
　
快
晴
　
広
州
で
の

ガ
イ
ド
は
、
中
国
国
際
旅
行
社
の
王
さ

ん
と
柳
さ
ん
の
男
性
二
人
。　
一
九

一
一

年
辛
亥
革
命
を
指
導
し
た
孫
文
の
中
山

記
念
堂
、
次
に
大
新
象
牙
工
芸
廠
、
輸

出
商
品
交
易
会
を
見
学
す
る
。
そ
の
中

で
輸
出
商
品
交
易
会

（中
国
見
本
市
）

は

一
九
五
七
年
以
来
、
毎
回
二
万
五
千

人
前
後
の
外
国
人
が
訪
れ
、
ま
さ
に
世

界
に
開
く
中
国
の
窓
と
し
て
の
役
割
を

果
た
し
て
い
る
。

十
月
二
十
九
日
　
快
晴
　
い
よ
い
よ

中
国
に
別
れ
を
告
げ
る
日
で
あ
る
。
午

前
九
時
十
五
分
広
州
駅
か
ら
列
車
で
一

路
香
港
九
竜
駅
へ
。
国
境
中
国
側
の
駅

は
深
川
、
香
港
側
の
駅
は
羅
湖
。
両
出

入
国
管
理
所
、
税
関
で
の
厳
重
な
検
査

を
受
け
る
。
午
後

一
時
七
分
、
羅
湖
発

汽
車

（電
気
化
火
車
と
い
う
）
は
山
岳

丘
陵
地
帯
を
ひ
た
走
る
。

阿
片
戦
争
の
結
果
、
英
国
の
九
十
九

力
年
の
租
借
地
と
な

っ
た
こ

の
地

方

も
、
十
六
年
後
に
は
再
び
中
国
に
返
還

さ
れ
る
と
し
て
、
中
国
人
民
は
そ
の
日

を
待
ち
わ
び
て
い
る
。
資
本
主
義
社
会

か
ら
共
産
主
義
社
会

へ
、
そ
の
時
の
中

国
人
民
の
複
雑
な
気
持
ち
を
察
し
な
が

ら
、
私
た
ち
は
私
た
ち
の
日
本
の
国
柄

を
、
そ
し
て
今
日
の
生
活
を
思
う
。
共

産
国
中
国
人
民
が

一
つ
の
秩
序
統
制
の

下
に
力
を
合
せ
て
、
独
立
自
主
、
出
力

更
生
、
勤
倹
建
国
の
目
標
を
掲
げ
て
、

孜
々
と
し
て
働
き
、
営
々
と
し
て
中
国

社
会
を
築
き
あ
げ
つ
つ
あ
る
姿
に
接
す

る
と
き
、
わ
が
日
本
国
が
過
去
の
戦
争

を
通
じ
て
、
中
国
人
民
に
重
大
な
損
害

（
死
者

一
千
万
人
、
被
害
額
三
百
五
十

兆
円
以
上
と
い
わ
れ
る
）
を
与
え
た
こ

と
に
つ
い
て
の
責
任
を
深
く
反
省
す
る

と
と
も
に
、
中
国
が
友
好
の
た
め
に
戦

争
被
害
の
賠
償
を
放
棄
し
た
恩
義
に
応

え
る
た
め
に
も
、
謙
虚
な
態
度
と
親
愛

の
情
を
も

っ
て
中
国
の
人
々
に
接
し
て

ゅ
か
ね
ば
な
ら
ぬ
と
思

っ
た
。
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失
火
で
当
方
に
火
災
が
発
生
し
ま
し
　

っ
て
い
ま
す
。
今
後
と
も
皆
様
方
の

た
が
、
皆
様
方
に
は
い
ち
早
く
消
火
　
ご
指
導
お
引
立
て
を
心
か
ら
お
願
い

に
駆
け
つ
け
て

い
た
だ
き
大
変

お
世
話
に
な
り

ま
し
た
。
お
か

げ
を
も
ち
ま
し
て
、
被
害
を
最
小
限
　
片
付
け
な
ど
の
た
め
遅
れ
ま
し
て
中

に
防

―１１
で
き
ま
し
た
こ
と
を
心
か
ら
　
し
わ
け
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。
勝
手
な
が

歳 人

歳

53年しを

出
火
の
お
詫
び
と
お
礼

車
部
　
　
宇
　
藤
　
　
　
守

155年
度特別会計決算 :|

匡

‐
‐
‐
―

歳
出
　
５
億
７
．０
３
２
万
円

崚
出

　
２
ツ
ー

カ
円

・「
上

戌入　２７３万円一」」

一
歳
人

　

２
億
１

．
１
６

１

万
円

ら
町
広
報
紙
を
お
借
り
し
て
お
礼
に

か
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

国

民

健

康
　
保

険

い
た
し
ま
す
ｃ

さ

っ
そ
く
お

礼
状
を
と
存
じ

な
が
ら
、
あ
と

県支出金
2億 759万円
(10.1%)

9億 70万円

(43

国庫支出金
2億 1,120万円
(10.2%)

(12.9%)

地方債
2億6,580万 円

歳入総額

14

14億 5,299万円

16億 3,936万 PI

627

18資蜜、  366フ′「リ

382ソ j卜」

20億  538万 111

■

１

L

20億6,437万円

一歳
入
　
６
億
６
６
９
万
円
一


